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　Under 　 recent 　drastic　changes 　Qf　medical 　environment ，　each 　medical 　facility　would 　not 　survive

without 　self −assessing ，　 and 　improvlng　its　functionality　to　meet 　Deeds 　of　patients ．

　Pharmaceutical 　department 　of 　each 　hospital　is　also 　required 　to　reevaluate 　its　overall 　activities

and 　develop　new 　patients
−
oriented 　 activities ．　Pharmaceutical　department ，　which 　has　a　rore 　of

managlng 　and 　controlling 　drugs　adequately 　and 　effectively 　in　a　hospital，　 needs 　to　Iook　over 　its

daily　activities 　on 　the　view 　polnt　of　both　doctors　who 　prescribe　drugs　and 　patients 　who 　benefit

from 　 drugs．　 Under 　these　 circumstances ，　 we 　 recognized 　that 　 we 　 should 　establish
‘‘The 　 manual

to　evaluate 　the　activities 　of 　hospltal 　pharmacy
”，　 We 　carefully 　conducted 　3−years 　investigation

and 　prepare 　the　draft　 of 　the　 manual 　 as 　fonws ：

1．　Basic　 concept 　 of
‘‘The 　 manual 　to 　 evaluate 　the　activities 　of　hospital　pharmac ジ

　1．1．　The 　purpose　 of 　this　manual 　establisbed 　by　this　committee 　should 　1〕e　used 　fQr　self −eva −

　 　 　 Iuation，

　1．2．　To　 establish 　the 　 manuahs 　 not 　 classified 　by　hospital 　size．

　 L3 ．　The 　 standard 　size　of 　hospital　to　 establish 　 the　 manual 　is　around 　300　beds．

　1．4．　EvaluatiQn　is　classified 　into　following　departments ：

　　1）Overall　pharmaceutical 　section ，2）Drug 　dispensing　section
， 3）Drug 　control 　section

，
4）

　Drug 　information　section
，
5）Drug 　manufacturi   section ，6）Drug 　laboratory　section ，7）Cli・

　 nical 　pharmacy 　service 　section

2．　The 　items　to　evaluate 　activities 　of 　hospital　pharmacy 　and 　the 　aim 　of　evaluation

　First　of 　a11，　we 　put　the 　commen 亡s　whjch 　mention 亡he　 aim 　of 　evaluation 　by　department ．　Eva ・
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luation　is　basically　planned 　to　 assess 　 several 　items　by　departrnent　with 　the　following　three 　 cri ・

teria ： a ： Satisfied
，
　 b ：Almost 　 satisfied

，
　 c ： Not 　 satisfied

　Total　number 　of 　evaluating 　items　is　216　summing −up 　from 　 all　department ．

Keywords − activities 　of 　hospital　pharmacy ，
　 manual 　to　evaluate

，
　 self −evaluation

　本委員会は 1991年 の 病院薬局協議会 で北里大学

の 朝長 よ り提案され発足 した もの で ある，そ の 提

案趣 旨は 次の 通 りで ある．

　 『最近は 患者が医療機関を選択する 時代 とい わ

れ て お り， 日本 医師会で は 「病院機能 マ ニ
ュ ア

ル 」を ，日本看護協会で は 「病院看護機能評価 マ

ニ
ュ ア ル 」を作成，公表 し て い る ．これは ，今後

の 病院は その 機能を 自己評価 し，問題点を探 り，

改善して い か なければ患者の 要望に答 え られず，

生き残れな い とい う危機感の 現れ で あ る．こ の こ

とは 薬剤部に もい え る．

　最近の 医 療環境の 激変 と ともに，薬剤業務 も大

きく変わ らざるを得な い 状況 とな り， 従来業務の

見直 し ととも に，新た な る業務 の 展開が要講 さ れ

て い る．院内に お い て 医薬品を適正 か つ 効率的に

管理 ・ 運用する任を負 う薬剤部は 医薬品を使用 す

る立場 に ある医師，そ の 恩恵に あずか る患者の 立

場に 立 っ て 毎 日の業務を常に 振 り返る 必 要 が あ

る．そ の 意味で薬剤業務をある程度評価で きる マ

ニ ュ ア ル があれば ， 業務向上 に 役立 つ と考え る，』

　そ こ で
， 本委員会は こ の 趣旨を受けて病院薬剤

部が毎日 の 業務及び管理 体制を 自己評価 して薬剤

業務 の 質的向上 の
一

助 とす る こ とを 目的 として標

記の マ ニ ュア ル を作成す る こ とと し た．

　
一

年 目の
一

昨年は 薬剤業務評価 マ ニ
ュ ア ル 作成

の 基 本的考え方に つ い て 討論 し，と りあえず業務

別に 約 350 の 評価項 目を作成 した ．さ らに ，30の

施設 に ，項 日及び選択肢の 設 問 は 適切 か，回答に

当た っ て の 問題点等 に つ い て ア ン ケ ート調査を実

施 し，それ らの 結果 に つ い て 報告 した ．

　二 年 目の 昨年は各業務別の 評価項 目及び回答選

択肢 の 詳細な見直 し と業務毎 の 評価の ね らい の 作

成を行 っ た ．見直 しの 結果，項 目数を 216に絞 り，

＊
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，
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　 Sagamihara −shi
，
　 Kanagawa
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228　Japan

そ の 結果に つ い て 報告 し た ．

　三年 目の 本年は業務別の 評価 の ね らい と評価項

目全般 の 再度 の 見直し をする とともに ，評価項 目

毎 に ， A ：薬剤部 の 努力で 実現可能，　 B ：病院当

局 に 投げか けなけれ ば実現 で きな い
，

C ： どち ら

ともい えな い ，の 3 項 目に 分類す る作業を行 っ た ，

　本稿で はす べ て の 項 目と選択肢をそ の まま記載

する の は枚数 の 関係 で 無理 で ある の で
， 業務別の

評価 の ね ら い ，並 び に 評価項 目の 主 要 と思われ る

78項 目と，
A

，
　 B

，
　 C の 3 分類別に つ い て 報告す

る ，

方

1．　 薬剤業務評価 マ ニ コ ア ル 作成の基本的考え

1）本委員会で 作成する マ ニ
ュ ア ル は，あ くま

で も 自己評価 の た め を 目 的 とす る．

2）評価マ ニ ュア ル の項 目作成に あた っ て は ，

病院規模別に は 分類 しない ，設問 の 仕方を 工

　夫 し て病院 ・診療所薬剤部 の い ずれ に も利用

　出来る よ うに する．

3 ） マ ニ
ュ ア ル 作成 の 基準は 300床規模の 病院

を対象 とす る．

4）評価項 目は 以下 の 薬剤業務部門別 とする ．

  薬剤部全般 ，   調剤部門 ，   薬 品 管 理 部

　門，   医薬品情報部門 ，   製剤部門 ，   薬品

試験部門，  臨床薬剤業務部門

2．　薬剤業務別評価項 目と評価の ね らい

　本年度再検討 し た薬剤業務部門別 の 評価項 目の

一
部 と評価 の ね らい を あげる ．各評価項 目毎 に 原

則 として選択肢を 3段階用意 Lて い るが，選択肢

に つ い て は 省略する ．

　A ．薬剤業務全般

　薬剤業務は 現在大変革期に ある．医療の 担 い 手

と して の 薬剤師は 医師 ， 看護婦 との 連 携 を 密 に

し，医薬品 ， 薬物療法を通 じて 患者サ ービ ス に 努
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め る こ とが大切で あ り，そ の 必要性 が強 く求め ら

れて い る．適正な薬物治療の推進に 向けて 薬剤業

務が組み 立 て られて い る か ，人 員 ， 面積，施設 ・

設備，教育は十分で ある か 等 ， 薬剤業務全般に 関

わ る前提条件 が業務全体 の 評価 に つ なが るとも い

え よ う．

　本項 の 内容は薬剤師な い しは 薬剤部責任者 の 努

力の み で は 解決 しな い 項 目も多 い が，各業務 の 推

進 に与え る影響は大 きい の で， ソ フ ト関連に つ い

て は極力実施す る方向で 努力する こ と が 望 ま し

い ，

　全25項 目の うち，10項 目を示す ，

　 1）薬剤部の 将来 目標が あ りますか ，また，そ

　　れ に 沿 っ た業務計画が なされて い ますか （A ）

　 2 ） 必要な 人員は確保 され て い ます か　（B ）

　 3 ） 他部門 （診療部，看護部 ， 事務部な ど） と

　　の 連携は 出来て い ますか 　（A ）

　 4 ）病院の 主要会議に参加で きます か 　（B ）

　 5 ）薬事委員会，治験審査委 員会な ど，医薬品

　　に 関す る委員会活動 に 積極的に 関与 して い ま

　　すか 　（A ）

　6 ）患者サ ービ ス に 積極的に 取 り組ん で い ます

　　か 　（A ）

　 7 ）将来見通 し に 立 っ た 上 で の 設備が なされ て

　　い ますか 　（B ）

　 8 ）定期的に業務及び業務基準 の 見直 しは され

　　て い ますか 　（A ）

　 9 ）職員の 研修は組織的か つ 計画的 に 行 っ て い

　　 ますか 　（A ）

　10）新人教育カ リ キ ュ ラ ム は あ りますか　（A ）

　B ．調剤業務部門

　調剤はす べ て の 薬剤業務 の 原点 で あ り，病院に

お け る薬剤業務が多様化す る 中 に あ っ て も，そ の

重要性 は 高 く，常に質的向上が 求め られて い る．

調剤 の 業務内容に つ い て は ， 病院り規模 ・経営主

体等に よ り，その 充足度に 差が ある の は やむを得

な い が，基本的 に は どの 施設に お い て も同じサ
ー

ビ ス を提供 で きる こ とが望ま し い とい え よ う．

　こ こ で は ， 調剤業務の うち，基本的事項に つ い

て患者 サ ー
ビス ，技術 ・安全性 の 向上 ，環境衛生

面 昏 の 配慮等につ い て 評価項 目を設定 した．．

　全 61項 目の うち，20項 目を掲げる．

　 1）調剤用機器は揃 っ て い ますか 　（B ）

　 2 ）調剤方法，機器の レ イ ア ウ ト等を検討 し て

　　い ますか 　（A ）

　 3 ）薬袋の 記載事項は 十分検討 され て い ますか

　　（A ）

　 4 ）調剤過誤防止対策を た て て い ます か 　（A ）

　 5）処方せ ん 監査を行 っ て い ますか　（A ）

　 6 ）散剤秤取後の チ ェ ッ
ク を行 っ て い ますか

　　（A ）

　 7 ）装置瓶 へ の充填 チ ェ ッ
ク を行 っ て い ますか

　　（A ）

　 8 ）調剤機器 の コ ン タ ミネ
ー

シ ョ ン 防止対策を

　　実施 して Llます か 　（A ）

　 9 ）薬塵対 策を実施 し て い ますか 　（B ）

　10）錠剤 ・カ プ セ ル 等 の 外観や形状に変更が あ

　　 っ た場合，患者に 知 らせ て い ますか 　（A ）

　11） 特別な使用法 の 薬剤の 用法指示や説明 に 工

　　夫を こ らして い ますか 　（A ）

　12）調剤薬 の 鑑査を行 っ て い ます か 　（A ）

　13）薬待ち時問を患者 に知 らせ て い ますか （A ）

　14）薬剤師に よ る服薬指導を行 っ て い ますか

　15） お薬相談 コ
ー

ナ
ー

また は相談室 は あ ります

　　か 　（B ）

　16）服薬指導や服薬相談の 内容を記録 して い ま

　　す か　（A ）

　17）服薬指導に 際 し て患者に伝え る範囲等 の 医

　　師 との取 り決め は あ りますか 　（A ）

　18）病棟活動 に 伴 う薬歴 を外来患者 の 服薬指導

　　に 利用 して い ますか 　（A ）

　19）入 院定時調剤を行 っ て い ます か 　（C ）

　20）入 院患者 の 薬歴を 記録 し て い ます か 　（A ）

　C ．薬品管理業務部門

　病院 ・診療所で 使用 される医薬品は 多種多品 目

で あ り，それ らの 医薬品を安全に して有効に 使用

す る た め に は ，法的規制，保存条件，有効期限な

ど適正な保管管理 が望 まれる，一
方 ， 医薬品費は

病院経費の 中 で 人件費に 次 い で大 きい の で ，経費

面か ら病院経営に 参画 し て い る との 意識を持 つ こ

とが常に 望まれる が，必要以上 に数量管理 を厳格

に する こ とに よ っ て ，欠品を生 じる事態は患者 の

A

瀞 榊」
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治療に 直接悪影響を 与える，した が っ て ，需給 の

効率良い バ ラ ン ス を常に 考慮 し，円滑な運用を図

らなけれ ばな らな い ．

　 全33項 目中 ，
14項 目を掲げ る．

　 1）薬品 の 管理 室は 広さ
・機器を含め 整備され

　　 て い ますか 　（B ）

　 2 ）統計資料は 作成 され て い ます か 　（A ）

　 3）卸の 選定に 関 して薬剤部は関与 して い ます

　　 か 　（B ）

　 4 ）医薬品の 購入計画に 薬剤部が 直接関与して

　　 い ます か　（C ）

　 5 ）医薬品の 発注 計画 に 薬剤部が 関与 して い ま

　　 すか　（A ）

　 6 ）発注量 の 管理 は 適正で すか 　（A ）

　 7）採用医薬品の 見直 しを行 っ て い ます か

　　 （B ）

　 8 ）適正在庫量を把握 して い ますか 　（A ）

　 9）病棟，外来，手術室，分娩室な どに 薬剤師

　　 が 出向 して 医薬品の 在庫及び品質管理 を行 っ

　　 て い ますか 　（A ）

　 10）注射薬の 管理 は主 と し て何 に 基づ い て 行 っ

　　 て い ま す か 　（B ）

　 11）麻薬の 管理 は 適正 に 行われ て い ます か

　　 （A ）

　 12）院内の 麻薬施用 者を把握 して い ます か

　　 （A ）

　13）治験取扱 い 基準が定め られ て い ますか

　　（B ）

　 14） 治験薬は
一

般薬 と区別 し て保管 ・管理 され

　　て い ますか 　（A ）

　 D ．医薬品情報部門

　医薬品は薬物 と情報が一体 とな っ て初 め て そ の

目的が達成 され る．したが っ て ，医薬品 に 関す る情

報が医療関 係者 や患者 に 適切 に 提供され ， 十分に

理 解 さ れ る こ とが医薬品と し て 必須条件 で あ る ．

　病院薬剤師業務に お い て ，薬剤管理指導業務や

特定機能病院 の 施設基 準に 医薬品情報室 （DI 室）

の 設置が義務付け られ るな ど，薬剤業務 に お ける

医薬品情報業務 の 重要性 が再認識 され て い る．ま

た ，
1993 年 3 月 に 行わ れた 日本薬学会の 病院薬局

協議会に お い て ， 日本病院薬剤師会学術小委員会

よ り新 DI 業務基準案が提 出され ，承認 されて い

る．

　 本項は 新 DI 業務基準 に 基づ い て 作 成 し て お

り，それ に
一

歩で も近 づ く こ と を E1標 とし て い

る ，

　 全30項 目中，13項 目を掲 げ る，

　 1）DI 担 当薬剤師は い ますか 　（A ）

　 2 ）専用 の DI 室また は コ
ー

ナ
ー

は あ りま す か

　　 （B ）

　 3 ）必要 な資料 は揃 っ て い ますか 　（C ）

　 4 ）必要な 設備 （電 話，複写機，Fax 等） は 揃

　　 っ て い ますか 　（B ）

　 5 ）医薬品情報 の 収集，整理 ， 保管は 行 っ て い

　　 ますか 　（A ）

　 6 ）収集 し た医薬品情報の 加工，専 門的評価を

　　 行 っ て い ます か 　（A ）

　 7）医薬品に 関す る情報の 提供 ・伝達を行 っ て

　　 い ます か 　（A ）

　 8）病 院医薬品集 またはそ れ に 類 した資料を発

　　 行 し て い ますか 　（B ）

　 9 ）DI 二 a
一ス 等 の 情報誌を発行 し て い ますか

　　（C ）　　　　　　　　　　　　　
・

　 10）薬事委員会等 へ の 資料作成及 び 提供を行 っ

　　 て い ますか 　（A ）

　11）質疑応答を記録 し，保管 r 整理 して い ます

　　 か　（A ）

　12）病棟お よ び外来で の臨床薬剤業務を補佐 ，

　　兼務ある い は 支援を し て い ま す か 　（A ）

　13）薬学生，薬剤師研修生，薬局職負等に対 し

　　DI 教育を行 っ て い ますか　（A）
「

　 E ．製剤業務部門

　製剤業務は 調 剤業務 とともに 薬剤師 の 基本的な

業務で あ り，そ の 内容に 差 は ある もの の おお か た

の 病院に お い て 実施されて い る業務 の
・・

つ で あ

る． しか し，
一

方で 医薬品 に も製造物責任が問わ

れ る よ うに な り，院内製剤 の 晶質保証 の 問 題 な

ど ， 見直し て い か なげれぽな らない 課題 も残 され

て い る．こ こ で は ， 製剤業務を評価す る 際に 基本

的 な項 目と院内製剤の 品質確保へ の 配慮等に つ い

て も
一

部設問 し て い る ．

　本評価項 目が品質の 保証され た有用 な院内製剤
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の 調製 ・供給体制の確立 に 活用 され る こ と を 望

む．

　全 21項 目の うち ， 12項 目を掲げる，

　 1）製剤の 専任者を配置 し て い ますか 　（A ）

　 2 ）無菌製剤を調製 して い ます か 　（B ）

　 3）TPN を混合 して い ます か 　（B ）

　 4 ）無菌室 ・無菌設備を設置 して い ますか

　　（B ）

　 5 ）必要な製剤機器 ・器具類は揃 っ て い ますか

　　（B ）

　 6 ）製剤環境 の 整備は 適切 で す か 　（A ）

　 7 ）院内製剤の 調製に 関 して ， 品質確保を 目的

　　に 製剤基準を 定 め て い ますか 　（A ）

　 8 ）過誤防止対策を適切に 行 っ て い ます か

　　（A ）

　 9 ）製剤間 の 相互汚染防止 に 配慮し て い ますか

　　 （A ）

　10）製剤試験を 実施 して い ますか　（A ）

　 11）製剤に 関する教育 ・訓練を 行 っ て い ます か

　　 （A ）

　 F ．医薬品試験部門

　 医薬品試験は 調剤 ， 製剤，医薬品 の 供給，そ の

他薬事衛生等，通常の 薬剤業務を遂行す る に あた

り，そ の 質を維持す るた め に 自ら検証す る 手段 の

一つ で ある．また ， 薬物療法の 適正化を 目的とす

る製剤開発や安全性 の 確保等に 関 わ る試験研究 は

高水準 の 薬剤業務を保障し， PL 法 に も対応す る

手段で もあ る．

　高水準 の 薬剤業務に対応出来る体制が理想で あ

るが，まず
一

通 りの試験業務が 実施出来る よ うに

努め る こ と を 望む ．

　 全 16項 目中，10項 目を掲げる．

　 1 ）試験部門に 専任者が配属 されて い ますか

　　 （A ）

　 2 ）試験室が設罩されて い ますか 　（B ）

　 3）試験室の環境は整備され て い ますか 　（B ）

　 4 ）汎用分析機器 が施設 内で利用 で きますか

　　 （B ）

　 5 ）市販医薬品 の 品質等の 試験を行 っ て い ます

　　 か 　（A ）

　 6）院内製剤の 品質確保試験を 行 っ て い ま す か

　　（A ）

　7 ）TDM を行っ て い ます か 　（C ）

　8）定常的 に 繰 り返 し行われ る試験 に つ い て は

　　操作手順書が作成 されて い ますか　（A ）

　9 ）試験業務記録類は 整備され て い ますか （A ）

　10）試験結果が院内採用医薬品の 選択や適正薬

　　物使用 の 参考資料等に 活用された こ とがあ り

　　ますか 　（A ）

　G ．臨床薬剤業務

　患者志向の 医療が求め られ る中，病院薬剤師に

は 医薬品の 適正使用 に 向け た 薬剤業務の 推進が望

まれ ， 臨床薬学の実践が強 く求め られて い る．そ

し て ，一
定 の基準に 適合 した 施設で は薬剤管理 指

導料を保険請 求 出 来 る．しか し，臨床薬剤業務

（病院薬剤師が行 う業務の うち，医療チ ーム の
一

員と して 患者 の 薬物療法 に 関 して 責任を分担す る

薬剤業務）は施設基準適合施設 の み が行 うの で は

な く，それぞれの 施設 に お い て 出来る こ とか ら進

め られる べ きもの で ある．

　 こ の 臨床薬剤業務を推進する に は ， 薬局 の 殻か

ら抜け出 し，患者 に 少 し で も近づ き，薬剤師の 眼

で患者を捉え，薬物療法 の 問題点を把握 し，そ の

解決に 努め る 必要がある，

　臨床薬剤業務 の 基本的 マ ＝
ユ ア ル がな い 現状に

お い て ， その 指標となる 全24項 目中，11項 目を掲

げ る ．

　 1）入院患者に対 して 服薬指導を 含む薬学的管

　　理 を行 っ て い ます か 　（A ）

　 2 ）薬剤管理指導料施設の 届出 ・ 承認を受けて

　　 い ますか 　（C ）

　 3 ）医師 の 回診 に 同行 し て い ますか 　（B ）

　 4）医師の カ ン フ ァ レ ン ス 等に参加 して い ます

　　 か　（B ）

　 5）看護婦 の 申 し 送 りに 参加 し て い ますか

　　 （B ）

　 6）退院時服薬指導を行 っ て い ますか 　（A ）

　 7 ）患者の 治療経緯を把握 し て い ますか 　（A ）

　 8 ）外来患者 の 服薬指導を積極的に 行 っ て い ま

　　すか　（A）

　 9 ）臨床薬剤業務に 対 し医師の 理解と協力は 得

　　 られ て い ま す か 　（A ）

｛

｛ 繍
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10）看護婦並び に他 の 医療 ス タ ッ フ の 理 解と協

　力は 得 られて い ますか 　（A ）

11）薬剤部職員 の 理 解と協力は得 られて い ます

　か 　（A ）

お わ　り　に

　3年間 に わ た っ て 薬剤業務の 評価 に つ い て 検討

した ．薬剤業務 自体が大 き く変わ りつ つ あ る 現

在，そ の 評価は大変難 し い ．しか し，情報の 充実

を図 りつ つ 患老志向 の 臨床薬剤業務に 重点を置 く

べ きこ とは ，今後の薬剤業務 の キ ーポ イ ン トに な

る医薬品 の 適正使用を進め る上 で 重要 と考え る．

　今回提出 した 評価項 目は 基本 的考え で 述べ た よ

うに ，あくまでも各施設に お い て 自己評価を し ，

何が木足 し，どの 項 目を充実 させ るべ きか を検討

する際 の 指標 とし て活用 して い ただけれ ば幸い で

ある．
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